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初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

太
宗
期
編
纂
の
前
代
史
文
苑
傳
序
を
中
心
に
ー

古

川

末

喜

序

こ
の
論
稿
は
小
生
の
晴
唐
文
學
思
想
史
構
想
の

一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
中
國
中
世
文
學
思
想
史
上
に
お
け
る
七
世
紀
か
ら
八
世

紀

に
か
け
て
の
時
代
は
、
六
朝
の
主
情
主
義
的
修
僻
主
義
的
文
學
思
想
の
時
代
か
ら
、
盛

・
中
唐
の
儒
家
的
復
古
的
文
學
思
想

の
時
代

へ
と
移
行
す
る
大
き
な
債
値
の
轄
換
期
で
あ

っ
た
。
し
か
よ
な
が
ら
、
も
し
我
々
が
こ
の
時
代
を
軍
な
る

「
過
渡
期
」
と

い
う
把
握
で

濟

ま
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
安
直
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
と
り
わ
け
南
北
朝
を
政
治
的

に
統

一
し
た
晴
か
ら

唐

初
に
か
け
て
の
時
期
は
、
南
朝
か
ら
流
入
し
て
き
た
主
情
主
義
的
修
畔
主
義
的
文
學
論
と
、
北
朝
を
経
由
し
て
き
た
晴
唐
支
配
集
團

の
儒
家
的
文
學
論
と
が
、
歴
史
上
は
じ
め
て
遭
遇
し
、
こ
の
異
質
な
二
種
の
文
學
思
想
が
互
い
に
葛
藤
し
、
入
り
齪
れ
た
複
雑
な
時
代

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
唐
王
朝
創
建
後
ま
も
な
く
、
次

つ
ぎ
と
編
纂
さ
れ
た
前
代
史
の
文
苑
傳
、
文
學
傳
の
序
や
論

の
な
か
に
當
時
の
史

官

た
ち
が
論
述
し
た
文
學

へ
の
言
及
は
、
上
述
の
ご
と
き
時
代
の
諸
相
を
我
々
に
遺
憾
な
く
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
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中
國
文
學
論
集

第
九
號

だ
け
で
な
く
、
晴
唐
文
學
思
想
史
を
考
察
す
る
う
え
で
見
落
と
す
こ
と
の
で
き

な

い
も

の
で
あ

る
。
す

な
わ

ち
、
『
管
書
』
文
苑
傳

序

.
文
苑
傳
史
臣
論
、
『
梁
書
』
文
學
傳
序
、
『
陳
書
』
文
學
傳
序

・
文
學
傳
史
臣
論
、
『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
、
『
周
書
』
王
褒
庚
信
傳

論
・
『
晴
書
』
文
學
傳
序

●
文
學
傳
史
臣
論
が
そ
れ
で
あ
死

た
し
か
に
從
來
の
文
學
批
評
史
の
論
著
は
、

こ
の
歴
史
家
た
ち
の
文
學

へ
の
發
言
を
し
ぼ
し
ば
取
り
上
げ
て
は
い
る
が
、
そ
の
殆
ど

は
晴
唐
文
學
思
想
史
上
で
、
盛

・
中
唐
の
古
詩

・
古
文
運
動
を
準
備
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
位
置

づ

け
は
、
大
局
的
に
は
大
き
な
誤
り
は
な
い
も
の
の
、
な
お
少
な
か
ら
ず
正
確
さ
を
欠
く
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
從

來

の
批
評
史
の
論
断
は
、
か
か
る
歴
史
家
の
發
言
が
、
六
朝
文
學
論
と
は
断
絶
し
、
盛

・
中
唐

の
文
學
論
と
は
蓮

績
す
る
と
い
う
不
動

の
前
提
の
も
と
に
、
修
僻
主
義
的
主
情
主
義
的
な
六
朝
文
學
論
と
の
樹
立
面
を
強
調
す
る

一
方
、
盛

・
中
唐
の
古
詩

・
古
文
運
動
に
つ

な
が
る
文
學
思
想
の
萌
芽
を
検
出
す
る
操
作
に
絡
始
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
時
代
の
韓
換
期
に
在
る
者
の
有
す

る
錯
綜
し
た
複
雑
な

性
格
を
見
失

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
從
來
の
批
評
史
の
論
著
に
欠
落
し
て
い
た
か
か
る
六
朝
文
學
論
と
の
連
績
面
に
視
座
を
す
え
、
歴
史
家
の
文
學
論
の
性
格

を
で
き
う
る
限
り
實
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
あ
わ
せ
で
、
そ
の
文
學
思
想
史
的
意
義

(
2
)

に

つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

『否
書
』
文
苑
傳
序
に
は
、
六
朝
の
文
學
論
の
著
作
を
多
く
ふ
ま
え
て
い
る
事
實
を
指
摘
で
き
る

。
『否
書
』
は
文
の
功
用
を
顯
彰
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し
て
、
「
文
之
時
義
、
大
哉
遠
矣
」
と
い
う
。
「
文
之
時
義
、
大
　
哉
」
と
い
う
表
現
は
、
『
易
』
象
傳
に
頻
出
す

る
。
例
え
ば

「
(豫
、

遜
、
垢
、
旅
)
の
時
義
大
な
る
か
な
矣
哉
」
な
ど
。
『
否
書
』
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
梁
の
昭
明
太
子

の

「
文
選
序
」
に
は

「
文
之
時
義
、
遠
矣
哉
」
と
あ
り
、
『
膏
書
』
が
わ
ざ
わ
ざ

「
大
哉
遠
矣
」
と
重
ね
て
表
現
し

た
の
は
、
明
ら
か

に
直
接

「
文
選
序
」
を
踏
ま
、兄
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の

『巫日
書
』
の

「文
」
観
念
は
、
か
ざ
る
と
い
う
義
で
あ
り
、
そ
れ

は

「
文
選
序
」
や

『文
心
雛
龍
』
等
の
六
朝
的

「文
」
観
念
を
踏
襲
し
て
い
る
。

つ
づ
く
文
學
史
の
叙
述
部
分
で
、
『
晋
書
』
は
、
沈
約
の

『
宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
の

「
㈹
周
室
既
衰
、
風

流

彌
著
…
…
⑧

屈
平
宋

玉
、
導
清
源
於
前
…
・.・◎
自
舷
以
降
…
:
・異
軌
同
奔
」
を
下
じ
き
に
、
「e
泊
姫
暦

(周
)
云
季
、
歌
頬
滋
繁
…
…
b

筍
宋
之
流
、
導

源
自
遠
…
…
C
日自
時
巳
降
、
軌
燭
同
趨
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
北
齊

の
魏

牧

の

『魏
書
』
文

苑
傳
序

の

「
漢
之
西
京
、
馬

・
揚
爲
首

稽
、
東
都
之
下
、
班

.
張
爲

雄
伯
」
の
表
現

を

か
り
て
、
「
西
都
頁

・
馬
…
…
東
漢
班

・
張
…
…
倶
標
稻
首
、
威
推
雄
伯
」
と
も
す

る
℃
さ
ら
に

「
言
泉
會
於
九
流
」
や

「
彬
蔚
之
美
、
競
爽
當
年
」
は
、
陸
機
の

『交
賦
』
を
出

典

に
す
る
。
文

苑
傳
巻
末
の

「
史
臣

論
」
に
お

い
て
も
、
「
情
之
所
適
、
發
乎
詠
歌
、
而
感
召
無
象
、
風
律
殊
制
」

の

「感
召
無
象
」
は
、
梁
の
薫
子
顯
の

『
南
齊
書
』
文

學
傳
論
の

「
厨
文
之
道
、
事
出
神
思
、
感
召
無
象
、
攣
化
不
窮
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
文
」
観
念
や
六
朝
文
學
論
の
著
作
を
多
く
ふ
ま
え
る
叙
述
等
か
ら
、
『省
書
』

に
は
六
朝
文
學

論
と
の
密
接
な
關
係

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
初
唐
の
劉
知
幾
が

「務
め
て
多
く
美
を
爲
す
」
(
『史
通
』
巻
五

「採
撰
」
)
と
批
評
す

る
よ
う

に
、
實
際
編
纂
に
携
わ

っ
た
史
官
が

「多
く
は
文
詠
の
士
」
で

「
評
論
す
る
所
は
競

い
て
綺
鑑
を
爲
」
(『曹
唐
書
』
巻
六
六

房
玄
齢
傳
)

し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

初
唐
歴
史
象
の
文
學
思
想

(古
川
〉
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二

『
陳
書
』
文
學
傳
序
の
冒
頭
で
、
撰
者

の
銚
思
廉
は
、
文
學
と
は
何
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

楚

・
漢
自
り
以
降
、
僻
人
世
々
に
出
で
、
洛
酒

・
江
左
に
、
其
の
流
れ
は
彌
い
よ
暢
た
り
て
、
思
い
は
造
化
と
偉
し
く
、
明
な
る

こ
と
は
日
月
と
拉
ば
ざ
る
は
莫
し
。
大
な
る
は
則
ち
憲
章

・
典
談
、
王
道
を
稗
賛
す
。
小
な
る
は
則
ち
文
理
清
正
、
性
霊
を
申
紆

す
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
點
は
、
挑
思
廉
が

「楚
僻
」
「
漢
賦
」
以
降
「
梁
ま
で
發
展
し
て
き
た
文
學
を
二
つ
の
機
能

に
分

け
て

い
る
こ
と

で
あ
る
。

一
う
は
、
「
憲
章

・
典
讀
で
あ

っ
て
、
王
道
を
稗

い
貧
け
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
晴
の
顔
之
推
の

『
顔
氏
家
訓
』
に

「
朝

廷

の
憲
章
、
軍
旅
の
制
誰
は
、
仁
義
を
敷
顯
し
、
功
徳
を
發
明
よ
、
牧
民
建
國
よ
、
施
用
は
多
途

な
り
」
(文
章
篇
)
と
言

う

の
に
近

い
。
要
す
る
に
文
學
の
大
な
る
機
能
と
は
、
國
家
の
憲
章

・
法
規
や
古
聖
賢
哲
の
訓
誠
が
教
化
や
國
政
に
功
用
す
る
働
き
を
言
う
の
で

あ
る
。

他
の

一
つ
は
、
「
表
現
と
内
容
が
清
正
で
あ

っ
て
、
性
霊
を
申
紆

す
る
」
機
能
で
あ
る
。
「
性
璽
」
の
語
は
、
『
陳
書
』
以
前
に

『
文

心
雛
龍
』
や

『詩
品
』
等
に
数
例
み
え
、
そ
の
中
で
も

『文
心
雛
龍
』
情
采
篇
で

「
乃
の
性
蜜
を
綜
述
し
、
器
象

を
敷
爲
す
る
が
若
き

は
、
心
を
鳥
　
の
中
に
鎮
め
、
僻
を
魚
網
の
上
に
織
る
」
と

い
う
時
の
・「性
蟹
」
、
『顔
氏
家
訓
』
文
章
篇
の

「
其

の
文
章
の
體
を
積
む

所
を
原
ぬ
れ
ば
、
興
會
を
標
畢
し
、
性
璽
を
發
引
し
…
…
」
の

「性
霊
」
に
近
く
、
よ
り
個
人
的
な
情
感

・
精
紳

の
義
と
考

え

ら
れ

(4
)

る
。
す
な
わ
ち

「
申
好
性
霊
」
と
は
、
心
の
う
ち
に
あ
る
よ
り
個
人
的
な
情
感

・
精
紳
を
發
揚
す
る
の
義
で
あ
る
。



と
す
れ
ば
、
『
陳
書
』
の

「文
學

の
小
な
る
機
能
は
性
霊
を
申
紆
す
る
」
と

い
う
發
想
は
、
陸
機
の

「文
賦
」

の
縁
情
説
、
鍾
燦
の

『
詩
品
』
序
の
情
性
吟
詠
説
以
來
の
南
朝
の
主
情
主
義
的
文
學
論
の
立
場
に
立
つ
と
言
え
よ
う
。

文
學
を
機
能
面
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
大
小
二
つ
に
分
け
る
考
え
方
は
從
來
に
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
南
朝
に
盛
行
し
た
、
例

え
ば
宋
の
顔
延
之
の

『
庭
詰
』
や
梁
の
薫
釋
の

『
金
櫻
子
』
立
言
篇
等
の
文
體
論
、
文
筆
論

な
ど
と
も
異
な
り
、
『
陳
書
』
濁
特
の
も

の
で
あ
る
。
『陳
書
』
が
こ
の
よ
う
に
文
學
を
二
分
し
た
意
義
は
、
政
教
に
か
か
わ

る
大
な
る
文
學
か
ら
匿
別

し
て
、
個
人
的
な
拝
情

的
文
藝
の
立
場
を
よ
り
明
確

に
う
ち
だ
す
こ
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば

『
陳
書
』
と
よ
く
似
た
表
現
を
す
る
前
掲

の

『顔
氏
家
訓
』
文
章
篇
と
比
べ
る
と
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。

『
顔
氏
家
訓
』
は
、
詔
命
策
激
、
歌
詠
賦
頬
、
祭
祀
哀
諜
、
書
奏
箴
銘
等

の
す
べ
て
の
文
章
を
、
「朝
廷

の
憲
章
や
軍
族
の
制
詰
や
、
仁
義
を
敷
顯
し
た
り
す
る
施
用
の
多
途
な
」
文
章
と
、
「性
霊
を
陶
冶
し
、

訊
諌
を
從
容
す
る
」
文
章
と
の
二
つ
に
分

け
る
。
そ
し
て
そ

の
前
者
が
、
『陳
書
』
の
大
な
る
文
學
に
、
後
者

が
小
な

る
文
學
に
そ

れ
ぞ
れ
封
鷹
す
る
。
し
か
し
、
『
顔
氏
家
訓
』
の
後
者
の

「陶
冶
性
霊
、
從
容
誠
諌
」

の
文
章
は
、
人
格
や
魂
を

陶
冶
し
、
誠
諌
を
す

す
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
未
だ
道
徳
主
義
的
で
政
教
に
お
い
て
功
利
主
義
的
で
あ
る
が
、
『
陳
書
』
の
小
な
る

文
學
の

「
申
経
性
霊
」

は
、
前
述

の
よ
う
に
純
粋
に
主
情
主
義
的
な
の
で
あ
る
。
『陳
書
』
に
は

『顔
氏
家
訓
』
を
踏
ま
え
た
と
思
え
る

ふ
し
が
あ
る
が
、
か

か
る
點
で
、
よ
り
旗
幟
鮮
明
な
主
情
的
文
學
論
の
主
張
を
も
つ
と
言
え
よ
う
。

三

李
百
藥
の

『
北
齊
書
』
文
苑
傳
序
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
次
に
引
用
す
る
詩
文
發
生
論
で
あ
る
。

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
)
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學
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第
九
號

文
の
起
こ
る
所
は
、
情
、
中
に
發
す
。
人
、
六
情
有
り
て
、
五
常
の
秀
を
稟
く
。
情
は
六
氣
に
感
じ
、
四
時

の
序

に
順
う
。

中
國
中
世
に
お
け
る
詩
文
發
生
の
理
論
の
最
も
代
表
的
な
も
の
に
は
、
〈
心
情
↓
詩
文
〉
の
二
段
階
と
、
〈
事
物
↓
心
情
↓
詩
交
〉

の
三

段
階
の
二
つ
の
説
明
方
式
が
あ
る
。
後
者
は
客
観
的
實
在
物

(主
に
自
然
の
景
物
な
ど
人
事
も
含
む
)
が
、
人
間

の
心

に
、
あ
る
種
の
心

的
素
張
状
態
を
作
り
出
し
、
そ
の
内
的
な
心
的
運
動
が
、
言
葉
と
い
う
表
現
形
式
を
以
て
實
現
し
た
の
が
詩
文
で
あ
る
と
い
う
説
明
で

あ
る
。
謂
わ
ば
、
初
め
に
物
あ
り
き
で
あ
る
。
前
者
は
、
〈
事
物
↓
心
情
〉

の
過
程
が
な
く
、
ま
ず
内
發
す

る
心

が
あ
り
、
そ
れ
が
言

(
5
)

語
と
い
う
媒
體
を
以
て
表
現
さ
れ
た
の
が
詩
文
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
り
、
謂
わ
ば
、
初
め
に
心
あ
り
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
點

に
立
つ
と
、
「文
之
所
起
、
情
發
於
中
」
は

〈
心
情
↓
詩
文
〉
の
過
程
を
、
「
情
感
六
氣
、
順
四
時
之
序
」
は
後
述

の
よ
う
に

〈
事
物
↓

心
情
〉

の
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
よ
た
も
の
と
な
り
、
『
北
齊
書
』
の
詩
文
發
生
論
は
、
〈
事
物
↓
心
情
↓
詩
文
〉

の
三
段
階
方
式
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
心
情
↓
詩
文
〉
〈
事
物
↓
心
情
↓
詩
文
〉

の
詩
文
發
生
の
理
論
は
、
既
に
先
秦
か
ら
漢
の
時
代
に
か
け

て
儒
家
に
よ
っ
て
創
案
さ

れ
て
い
た
。
後
者
に
は
、
例
え
ば

『
禮
記
』
樂
記
篇
の

「
凡
そ
音

(民
謡
)
の
起

こ
る
は
、
人
心
由
り
生
ず

る
な
り
。
人
心
の
動
く

は
、
物
、
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
物
に
感
じ
て
動
く
、
故
に
聲
に
形
る
」
、
さ
ら

に

「
凡
そ
晋
は
、
人
心
に
生
ず

る
者
な
り
。

.

情
、
中
に
動
く
、
故
に
聲
に
形
る
、
聲
、
文
を
成
す
、
之
を
音
と
謂
う
」
が
あ
り
、
「人
心
之
動
、
物
使
之
然
也
。
感
於
物
而
動
」
は

〈
事
物
↓
心
情
〉
を
、
「情
動
於
中
、
故
形
於
聲
、
聲
成
文
、
謂
之
音
」
は

〈
心
情
↓
詩
文
〉
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

後
漢
の
班
固
の

『
漢
書
藝
文
志
』
詩
賦
略
論
の

「
物
に
感

じ

て
端

を
造

る
」
も
、
〈事
物
↓
心
情
〉
の
過
程
を
説
明

し
た
も

の
で
あ

る
。
二
段
階
方
式
に
は
、
右
の

『
禮
記
』
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た

「毛
詩
大
序
」
の

「詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を
志
と

4「
ム



爲
し
、
言
に
發
す
る
を
詩
と
爲
す
。
情
、
中
に
動
き
て
、
言
に
形
る
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

〈
事
物
↓
心
情
〉

の
過
程
が
な
く
、
直
接
に

〈
心
情
↓
詩
文
〉
で
あ
る
。

詩
文
發
生
の
理
論
は
、
ほ
ば
漢
代
ま
で
は
、
こ
の
よ
う

に

〈
心
情
↓
詩
文
〉
〈事
物
↓
心
情
↓
詩
文
〉
の
輩
純
な
説
明
に
す
ぎ
な

か

っ
た
が
、
つ
づ
く
南
朝
に
至
る
と
、
唯
美
文
藝
の
發
展
に
封
鷹
し
て
深
化
し
具
體
化
し
た
。
そ
れ
は
、
⑧

〈
事
物
〉
が

〈
心
情
〉
を

動
か
す
場
合
の

〈
事
物
〉
の
側

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
⑧
外
物
か
ら
の
刺
激
を
受
け
入
れ
心
的
緊
張
状
態
を
造
り
だ
す
受
容
體
側
の
メ
ヵ

ニ
ズ

ム
、
或
い
は
内
發
す
る

〈
心
情
〉

の
主
體
側

の
メ
カ

ニ
ズ

ム
の
、
〈
事
物
〉
と

〈
心
情
〉
と
の
二
う

の
方
向
で
深
化
し
た
。
例
え

ぽ
左
に
引
用
す
る
西
瞥

の
陸
機
の

「
文
賦
」
は
、
こ
の
理
論
を
深
化
さ
せ
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

避
四
時
以
歎
逝
、
謄
萬
物
而
思
紛
、

悲
落
葉
於
勤
秋
、
喜
柔
條
於
芳
春
。

こ
の

「
四
時
」
「
萬
物
」
「
勤
秋
の
落
葉
」
「芳
春
の
柔
條
」
は
、
漢
代
ご
ろ
ま
で
は

〈
事
物
〉
と
し
か
表
現
さ
れ

な
か

っ
た
も
の
を
㈹

(
5
)

の
方
面
で
、
「
喜
」
「
悲
」
「歎
逝
」
「
思
紛
」
は
、
漢
代
ご
ろ
ま
で
の

〈
心
情
〉
を
⑧
の
方
面
で
且
ハ體
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
㈹
の
外
物
側

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
深
化
さ
せ
た
も
の
に
は
、
梁
の
鍾
燦
の

『
詩
品
』
序
の
、

若
乃
春
風

・
春
鳥

・
秋
月

・
秋
蝉

・
夏
雲

・
夏
雨

・
多
月

・
那
寒
、
斯
四
候
之
感
諸
詩
者
也
。

の

一
節
が
あ
る
。
こ
の

「春
風
」
「
春
鳥
」
等
は
、
い
ず
れ
も

〈
事
物
〉
を
具
體
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、

氣
之
動
物
、
物
之
感
人
。
故
揺
蕩
性
情
、
形
諸
舞
詠
。

(
6
)

は
、
漢
代
ご
ろ
ま
で
の

〈
事
物
↓
心
情
〉
を
、
〈
氣
↓
事
物
↓
心
情
〉
と

一
歩
深
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
『
文

心
雛
龍
』
物
色
篇

に

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(
古
川
)

51



中
國
文
學
論
集

第
九
號

も
、

春
秋
代
序
、
陰
陽
惨
討
。
物
色
之
動
、
心
亦
揺
焉
。
…
…
四
時
之
動
物
、
深
　
。
…
…
是
以
献
歳
發
春
、
悦
豫
之
情
暢
。
沿
酒
孟

夏
、
欝
陶
之
心
凝
。
天
高
氣
清
、
陰
沈
之
志
遠
。
霰
雪
無
堤
、
科
粛
之
慮
深
。
歳
有
其
物
、
物
有
其
容
。
情
以
物

遷
、
僻
以
情

發
。

の

一
節
が
あ
り
、
こ
の

「
春
秋
は
代
序
し
、
陰
陽
は
惨
訂
す
」
「
四
時
」
「
歳
を
獣
め
春
を
發
す
」
「潜
沿

た
る

孟
夏
」
「天
高
く
氣
清

む
」
「霰
雪
坂
無
し
」
等
の

「歳
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
物
」
「
物
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
容
」
は
、
全
て

〈
事
物
↓
心
情
〉

の

〈
事
物
〉
を
具
體

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
實
は

『
北
齊
書
』
の

「情
は
六
氣
に
感
じ
、
四
時
の
序
に
順
う
」
は
、
上
述
の
よ
う
な
六
朝
文
學
論
が
深
化
し

且
ハ體
化
し
た
同

一
線
上
で
の
發
言
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

衣
に
⑧

の

〈
心
情
〉
の
方
面
で
深
化
さ
せ
た
も

の
に
は
、
右
の

『
文
心
雛
龍
』
物
色
篇
の
、
「悦
豫
の
情
」
「
欝
陶
の
心
」
「陰
沈
の

心
」
「誇
齋
の
慮
」
等
が
あ
る
。
同
じ
く
明
詩
篇
の

「
人
は
七
情
を
稟
け
、
物
に
慮
じ
て
斯
に
感
じ
、
物
に
感
じ

て
志
を
吟
ず
」
は
、

受
容
體
側
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
複
雑
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
左
の
沈
約
の

『
宋
書
』
謝
璽
運
傳
論
は
、
二
段
階
の
詩
文
發
生
論
を
説

い
た
も
の
で
あ
り
、

民
稟
天
地
之
霊
、
含
五
常
之
徳
、
剛
柔
迭
用
、
喜
恨
分
情
。
夫
志
動
於
中
、
則
詠
歌
外
發
。

こ
の

「
民
は
天
地
の
霊
を
稟
け
、
五
常
の
徳
を
含
み
、
剛
柔
、
用
を
迭
え
、
喜
怪
情
を
分
く
」
は
、
そ
の
内
發
す
る
心
の
側
を
複
雑
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
『
北
齊
書
』
の

「
人
は
六
情
有
り
て
、
五
常
の
秀
を
稟
く
」
と
い
う
の
は
、
實
は
こ
う
し
た

『
宋
書
』
謝
霊
蓮
傳

(
7
)

論
や

『
文
心
雛
龍
』
等
を
踏
ま
え
て
の
發
言
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
先
秦
か
ら
漢
代
に
か
け
て
創
案

さ
れ

た

〈
心
情
↓
詩
文
〉
〈
事
物
↓
心
情
↓
詩
文
〉

の
詩
文
發
生
の
理
論
は
、
六
朝

期

に
至
る
と
種
々
に
深
化
、
具
體
化
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
に
は
定
説
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
各
人
各
様

の
説
が
通
行
し
て
い
た

と
い
え
る
。
『
北
齊
書
』
の
詩
文
發
生
論
は
、
こ
う
し
た
中
で
、
基
本
曲
に
は
そ
れ

ら
の
高
度
な
理
論
に
依
擦
し
な
が
ら
も
、
猫
自
の

説
を
開
陳
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

『
北
齊
書
』
は
、
詩
文
發
生
論
に
つ
づ
け
て
創
作
論
を
述
べ
る
。
左
は
そ
の
前
半
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
ま
ず
創
作
に
お
け
る
イ

ン

ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
説
く
。

其
れ
帝
が
懸
解
を
資
け
、
天
が
多
能
を

縦

に
し
、
舗
散
を
生
知
に
摘
き
、
珪
璋
を
先
畳
に
問
え
る
有

り
。
警

へ
ば
雅
雲
の
自

か
ら
五
色
を
成
し
、
猫
ほ
儀
鳳
の
八
音
を
冥
會
す
る
が
ご
と
よ
。
斯
れ
固
よ
り
英
霊
を
感
じ
て
以
て
特
達

す
る
も
の
に
し
て
、
螢

心
の
能
く
致
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。

形
式
美
と
音
律
美
を
兼
ね
備
え
た
文
章
は
、
英
霊
を
感
じ
て
特
達
し
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
勢
心
が
な
し
た
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
よ

う
に
、
『
北
齊
書
』
は
、
意
識
的
な
創
作
努
力

(螢
心
)
に
封
し
て
、
文
學
創
造
に
お
け
る
天
與
の
イ

ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン

(英
霊
)
を

第

一
義
的
な
も
の
と
よ
、
そ
の
重
要
性
を
こ
こ
で
強
調
よ
て
い
る
。
文
學
理
論
史
上
で
イ
ソ
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た

の
は
、
「文
賦
」
の
み
で
あ
り
、
以
後
は

『
北
齊
書
』
以
外
に
は
な
い
。
よ
か
し

「文
賦
」
は
、
『
北
齊
書
』
の
よ
う
に
英
霊
と
勢
心
と

に
よ
る
二
様
の
創
作
を
樹
置
し
、

一
方
を
第

一
義
的
と
す
る
よ
う
な
債
値
決
定
は
行
な
わ
ず
、
自
己
の
創
作
體
験
に
本
つ
く
イ

ソ
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
働
き
を
経
験
主
義
的
に
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
澗
潟
し
、
文
學
創
造
力
と
よ
て
の
思
想

・
感
情
の
精
神
活
動
が
停
滞
し
た
場
合
は
ど

う
す

る
か
。
『北
齊

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
)
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書
』
は
次
に
、
「縦
い
斯
れ
情
思
の
底
滞
し
、
關
鍵
の
通
じ
ざ
る
」
時
で
も
、
と
し
て
、
左

の
よ
う
な
打
開
策
を
提
示
す
る
。

但
だ
伏
腐
し
て
怠
る
無
く
、
鎖
仰
す
る
を
斯
れ
切
に
し
、
勝
流
を
馳
驚
し
、
盆
友
を
周
旋
し
、
學
に
彊
め
て
其
の
聞
見
を
廣
め
、

心
を
專
ら
に
し
て
、
渉
求
を
屏
ふ
、
…
…

す
な
わ
ち
輕
験
を
豊
か
に
し
、
知
識
を
積
み
重
ね
、
努
力
し
學
習
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
も
、
「書
績
は
飾
る
に
丹
青
を
以
て
し
、
雛
琢

は
其

の
器
用
を
成
す
」
よ
う
な
美
し
い
文
章
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
學
び
て
之
を
知
る
も
、
猶
お
己

を
賢
と
す
る
に
足
る
な
り
」
と
し
て
、
文
學
創
造
の
精
神
的
活
動
が
停
滞
し
た
際
の
、
學
習
の
重
要
な
意
義
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
點
、
『
北
齊
書
』
が
下
敷
き
に
し
た

「文
賦
」
は
や
や
異
な
る
。
「文
賦
」
は
同
じ
く
、
「
六
情
、
底
滞
し
、
志
往
き
、
神
留
ま
る

に
及
ん
」
だ
場
合
は
、
「余
が
力

の
勤

(努
力
)
し
う
る
所

に
非
ず
」
と
よ

て
、
そ

の
打
開
策
を
放
棄
し
、
「
吾

は
未
だ
そ
の
開
と
塞
の

由
る
所
を
識
ら
ず
」
と
、
逆
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
精
神
活
動
の
停
滞
状
況
に
際
し
て
、
種

々
の
打
開
策
を
講
ず
る
の
は

『文
心
離
龍
』
で
あ
る
。
養
氣
篇

で
劉
翻
は
、
散
歩
や
談

笑
に
よ

っ
て
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
創
作
活
動
の
基
本
た
る
精
神
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
よ
う
す
す
め
る
。
紳
思
篇
で
は
、
文
學

的
創
造
能
力
に
は
先
天
的
な
格
差
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
は
四
體
と
精
神
と
を
調
節
よ
て
虚
静
を
保
ち
、
學
習
を
積
み
、
才
能
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
魏
も
既
に
文
學
的
創
造
能
力

の
涌
養
に
、
學
問

を
積
み
知
識
を
た
く
わ
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
が

(他
に
體
性
篇
、
事
類
篇
な
ど
)、
六
朝
期
に
は
こ
れ
は

一
般
的
通
念
で
あ

っ
た
。

『北
齊
書
』
も

『文
心
雛
龍
』
に
代
表
さ
れ
る
こ
う
し
た
論
調
を
受
け
縫

い
で
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
文
心
雛
龍
』
は
學
習
以

外
に
も
種
々
の
手
段
を
講
じ
、
そ
の
中
で
も
と

り
わ

け
虚
艀
を
保

つ
と
い
う
精
神
的
修
養
を
最
も
重
覗
す
る
が
、
『
北
齊
書
』
は
、
た
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だ
學
習
と
経
験
の
積
み
重
ね
を
提
起
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

文
學
創
造
能
力
の
滴
養
法
に
つ
づ
け
て

『北
齊
書
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

石
を
謂

い
て
獣
と
爲
し
、
之
を
射
て
洞
開
す
る
は
、
精

の
至
な
り
。
積
歳
に
牛
を
解
き
、
碧
然
と
刃
を
游
ば
す
は
、
習
の
久
し
き

な
り
。
渾
沌
が
盤
る
可
き
の
姿
無
く
、
窮
奇
が
移
ら
ざ
る
の
情
を
懐
う
に
非
ざ
る
自
り
は
、
安
ぞ
至
精
、
久
習
に
よ
て
成
功
せ
ざ

る
者
有
ら
ん
や
。
善
き
か
な
魏
文
の
著
論
や
、
「
人
は
強
力
め
ざ
る
こ
と
多

し
。
貧
賎
な
れ
ぽ
則
ち
磯
寒
に
囁
れ
、
富
貴
な
れ
ば

則
ち
逸
樂

に
流
る
。
途
く
て
目
前
の
務
め
を
螢
み
、
千
載
の
功
を
遺
る
。
日
月
は
上
に
逝
き
、
體
貌

は
下
に
衰
え
、
忽
然
と
し
て

萬
物
と
與
に
遷
化
す
。
斯
れ
志
士
の
大
痛
な
り
」
と
。

も
ち
ろ
ん
、
『
北
齊
書
』
は
文
學
的
創
造
力
に
關
し
て
、
前
述
し
た
よ
う

に
イ

ソ
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

(英
霊
)
を
第

一
義
的
な
も
の
と

す
る
が
、
こ
こ
で

『
北
齊
書
』
が
よ
り
力
點
を
置
く
の
は
、
費
や
す
言
葉
数
や
論
調
か
ら
よ
て
も

「
螢
心
」
し
た
學
習
、
努
力
に
ょ
る

創
作
で
あ
る
。
こ
の

『
北
齊
書
』
自
身

の
中
で
の
、
イ
ソ
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
創
作
を
第

一
義
と
し
つ
つ
も
、
學
習
、
努
力
に
よ

る
創
作
を
よ
り
強
調
し
よ
う
と
す
る
微
妙
な
立
場
は
、
文
學
創
造
力
滴
養
法
に
お
い
て
、
精
紳
修
養
面
を
重
覗
す
る

『
文
心
彫
龍
』
に

比
し
、
學
習
、
経
験
面
を
重
覗
し
た
立
場
と
根
底
で
通
じ
あ
う
。
同
じ
く
文
學
創
造
力
酒
養
法
と
は
い
え
、
虚
静
を
保
つ
と
い
う
精
紳

主
義
的
要
素
が
沸
拭
さ
れ
、
學
習

・
努
力
と
い
う
實
際
的
で
後
天
的
獲
得
に
有
利
な
側
面
が
強
調
さ
れ
始
め
た
所

に
、
文
學
的
思
想
的

に
高
度

に
洗
練
さ
れ
た
六
朝
貴
族
的
な
傾
向
か
ら
、
文
化
水
準
の
や
や
落
ち
る
成
り
上
り
者
的
な
、
晴
唐
國
家
成
立
期
の
新
興
支
配
集

團
に
ふ
さ
わ
し
い
形
態

へ
の
攣
化
の
あ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

91

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想
う

(古
川
)



中
國
文
學
論
集

第
九
號

02

四

『
周
書
』
文
學
傳
に
は
序
論
は
な
い
が
、
ち

ょ
う
ど
沈
約
の

『宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
の
體
裁

に
も
似
た
王
褒

痩
信
傳
論

(巻
四
一
)

(8
)

が

あ

る

9

そ

れ

に

い
う

。

襲
こ

あ
か

あ
ら
わ

こ
額

文
章
の
作
り
を
原
ぬ
れ
ば
、
情
性
に
本
つ
く
。
思
い
を
章
く
せ
ば
、
則
ち
攣
化
は
方
無
し
。
言
に
形
せ
ぱ
、
則
ち
條
流
は
途
く
廣

し
。

こ
の
部
分
は
、
實
は
梁
の
薫
子
顯
の

『
南
齊
書
』
文
學
傳
論
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
『
周
書
』
の
詩
文
發
生
論
は
、

「
原
文
章
之
作
、
本
乎
情
性
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
〈
心
情
↓
詩
文
〉
の
二
段
階
方
式
で
あ
る
。
『
南
齊
書
』
も
、
「文
章
者
、
蓋
情
性
之

風
標
、
神
明
之
律
呂
也
」
と
述
べ
、
〈
心
情
↓
詩
文
〉
の
發
生
論
で
あ
る
。
爾
者
は
表
現
は
異
な
る
も

の
の
、
詩
文
發
生
論
に
關
し
て

は
全
く
共
通
す
る
。

前
句
の

「
輩
思
、
則
攣
化
無
方
」
は
、
「文
賦
」
が

「精
は
八
極
に
は
せ
、
心
は
萬
傍
に
あ
そ
ぶ
」
と

い
う

の
に
同
じ
で
、
文
學
的

想
像
力
が
自
由
奔
放
に
か
け
め
ぐ
る
さ
ま
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
『
南
齊
書
』
の

「
厨
文
の
道
は
、
事
は
紳
思
に
出
で
、

感
召
は
無
象
、
攣
化
は
不
窮
」
に
封
鷹
し
、
「
電
思
」
は

『
南
齊
書
』
の

「
溢
思
」
を
、
「攣
化
無
方
」
は

「感

召
無
象
、
攣
化
不
窮
」

を
そ
れ
ぞ
れ
ふ
ま
え
る
。
後
句
の

「
形
言
、
則
條
流
途
廣
」
は
、
騙
け
め
ぐ
る
想
象
力
を
言
葉
に
表
現
す
れ
ば
、
様

々
な
文
學
ジ
ャ
ソ

ル
に
分
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
『
南
齊
書
』
の

「
五
聲
の
音
響
を
倶

に
す

る
も
、
言
に
出
だ
せ
ば
句
を
異
に
し
、
萬
物

の
情
状
を
等
し
く
す
る
も
、
筆
を
下
せ
ば
形
を
殊
に
す
。
吟
詠
の
規
範
は
之
を
雅
什

に
本
づ
け
、
流
分

・
條
散
は
、
各
お
の
言
匿
を
以



て
す
」
に
封
鷹
す
る
。

『
周
書
』
王
褒
庚
信
傳
論
は
、
文
學
の
本
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

詩
賦
と
奏
議
は
珍
を
異
に
し
、
銘
諌
と
書
論
は
塗
を
殊
に
す
と
錐
も
、
其
の
指
要
を
撮
り
、
其
の
大
抵
を
畢
ぐ
れ
ば
、
氣
を
以
て

主
と
爲
し
、
文
を
以
て
意
を
傳
う
に
若
く
は
莫
し
。

『
周
書
』
は
、
こ
こ
で
詩
賦
、
奏
議
、
銘
謙
、
書
論
の
四
科
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
あ
げ
方
は
、
魏

の
曹
　
の

『
典
論
』
論
文
の

「夫
文

本
同
而
未
異
、
蓋
奏
議
宜
雅
、
書
論
宜
理
、
銘
謙
尚
實
、
詩
賦
欲
麗
」
の
四
文
體
を
そ

の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
。
六
朝
期
は
文
體
論

が
盛
行
し
、
初
唐
ま
で
に
は
西
晋
の
陸
機
の

「文
賦
」
、
摯
虞
の

「
文
章
流
別
志
論
」、
李
充
の

「翰
林
論
」
、
梁

の
任
防

の

「文
章
縁

起
」
、
劉
親
の

『文
心
離
龍
』、
昭
明
太
子
の

『文
選
』
等
、
既
に
種

々
の
文
體
論
が
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も

『周
書
』
が

奏
議
、
書
論
、
銘
諌
、
詩
賦
の
四
科
を
と
く
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
明
ら
か
に

『
典
論
』
論
文
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
、

こ
の
段
の

『
周
書
』
の
主
張
は
、
「
以
氣
爲
主
、
以
交
傳
意
」

で
あ

る
が
、
前
句

は
同

じ
く

『
典
論
』
論
文

に

「
文
以
氣
爲
主
」
と

あ
る
。
後
句
は
、
宋

の
萢
曄
の

「
獄
中
與
諸
甥
姪
書
」
に

「常
謂
情
志
所
託
、
故
當
以
意
爲
主
、
以
文
傳
意
」

と

み
え

る
。
「文
」
は

文
彩
、
文
蹴
で
文
章
に
修
飾
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
。
「
意
」
は
情
意
の
義
で
、
作
者
の
思
想

・
感
情
。
こ
の
段
は
要

す

る

に
、
文
學
な
る

者
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
種

々
に
異
な
る
も
の
の
、
共
通
す
る
本
質
的
な
も
の
は
、
氣

(個
性
的
な
氣
力
)
を
中
心
と
し
、
文
僻

の

修
飾
に
よ

っ
て
自
己
の
思
想

・
感
情
を
傳
え
る
こ
と
だ
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き

こ
と

は
、
そ
の
主
氣
論
の

文
學
論
で
は
な
く
、
「
言
之
無
文
、
行
而
不
遠
」
(左
傳
)
と
い
う

よ
う
な
傳
統
的
な
考
え
方
に
部
し
て
、
文
僻

の
修
飾

に
重
要
な
意
義

を
認
め
て
い
る
事
實
で
あ
る
。
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『
周
書
』
王
褒
庚
信
傳
論
は
、
つ
づ
い
て
具
體
的
な
文
章
創
作
法
を
説
く
。
『
周
書
』
の
創
作
方
法
は
二
段
階
論

で
あ

る
が
、
ま
ず

第

一
段
階
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
の
殿
最
を
考
え
、
其
の
匿
域
を
定
め
、
六
経
百
氏
の
英
華
を
撚
り
、
屈
宋
卿
雲
の
秘
奥
を
探
る
。
其
の
調
は
遠
な
る
を
尚
び
、

其

の
旨
は
深
き
に
在
り
、
其
の
理
は
當
し
き
を
貴
び
、
其
の
僻
は
巧
み
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。

こ
こ
は
、
構
想
を
練
り
、
文
章
の
骨
格
を
た
て
る
段
階
。
「考
殿
最
」
は
、
「文
賦
」
に

「
殿
最
を
錨
鉄

に
考
え
、
去
留
を
毫
芒
に
定

む
」
と
あ
り
、
「定
匿
域
」
は
『
文
心
雛
龍
』
に

「
匿
域
を
圓
竪
し
、
條
を
大
剣
す
…
…
」
と
み
え
る
が
、
こ
こ
で
は
言
葉
の
撰
定
、
配

置
を
吟
味
、
検
討
す
る
を
い
う
。
「撫
六
経
百
氏
之
英
華
、
探
屈
宋
卿
雲
之
秘
奥
」
は
、
「
文
賦
」
の

「
群
言
の
渥
液
を
傾
け
、
六
藝
の

芳
潤
に

漱

ぐ
」
や
、
『南
齊
書
』
文
學
傳
論
の

「
自
ら
を
天
機
に
委
ね
、
之
を
史
傳
に
参
う
」
に
相
鷹

し
、
古
典
を
規
範
と
し
て
發

想
、
典
故
等
を
求
め
る
を
い
う
。
『
周
書
』
の
い
う
規
範
と
す

べ
き
古
典
は
、
易

・
書

・
詩

・
禮

・
樂

・
春
秋

・
諸
子
百
家

・
屈
原

・

宋
玉

.
相
如

・
揚
雄
と
、
よ
り
具
體
的

で
あ

る
。
そ
の
際
、
文
章
の
調

(
お
も
む
き
)、
旨

(論
旨
)、
理

(論
理
)
、
僻

(文
飾
)
は
、
そ

れ
ぞ
れ
遠
く
、
深
く
、
當
し
く
、
巧
み
で
あ
れ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
構
想
を
ね
り
、
文
章

の
骨
格
を
た
て
る
第

一
段
階

の

『
周
書
』

の
方
法
は
、
取
り
た
て
て
目
新
し
く
は
な
く
、
六
朝
の
常
識
的
な
創
作
方
法
論

に
そ
の
ま
ま
依
擦
し
て
い
る
と
い
え
る
。

文
章
創
作
の
第
二
段
階
に
つ
い
て

『
周
書
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

然
る
後

に
、
金
壁
を
螢
き
芝
蘭
を
播
か
ば
、
文
質
は
其
の
宜
き
に
因
り
、
繁
約
は
其

の
攣
に
適
う
。
輕
重
を
権
衡
よ
、
古
今
を
勘

酌
せ
ば
、
和
に
し
て
能
く
肚
、
麗

に
よ
て
能
く
典
な
り
。
燥
た
る
こ
と
は
五
色
の
章
を
成
す
が
若
く
、
紛
た
る
こ
と
は
八
音
の
繁

會
す
る
が
猶
し
。
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こ
こ
は
、
僻
句
に
音
律

・
文
彩
の
雛
琢
を
加
え
、
語
句
の
輕
重

・
古
今
を
考
量
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
そ
う
す
れ
ば
、
文

・
質
、
繁

・

約
が
調
和
し
、
和
、
肚
、
麗
、
典
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
「文
質
因
其
宜
、
繁
約
適
其
攣
」
は
、
「
文
賦
」
に

「豊
約
之
裁
、

傭
仰
之
形
、
因
宜
適
攣
…
…
」
と
あ
る
の
を
意
識
し
て
の
表
現
と
思
わ
れ
る
。
「権
衡
輕
重
、
掛
酌
古
今
」
は
、
『
文
心
雛
龍
』
鋳
裁
篇

の

「
構
衡
損
盆
、
翻
酌
濃
淡
」

の
表
現
を
借
り
た
可
能
性

が
考

え
ら

れ

る
。
「和
而
能
肚
」
は
、
後
述

の
よ
う

に

『
典
論
』
論
文
の

「
鷹
場
和
而
不
肚
」
に
敢
え
て
反
措
定
を
置
い
た
。
「
麗
而
能
典
」
の

「
麗
」
「
典
」
は
六
朝
の
常
套
語
で
、
六
朝
期
に
は
爾
立
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
可
能
だ
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
僻
句
に
雛
琢
を
ほ
ど

こ
す
第
二
段
階
で
も

六
朝
文
學
論
の
延
長
に
す
ぎ
ぬ
が
、
初
め
に
構
想
、
骨
格
、
典
故
な
ど
文
章

の
内
容
を
し

っ
か
り
定
め
、
而
る
後

に
、
文
章
の
形
式
美

を
追
求
す
る
二
段
階
式
の
文
章
創
作
法
自
體
、
既
に
六
朝
文
學
論

の
な
か
で
何
度
も
確
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
萢
嘩

の

「
獄
中
與
諸
甥
姪
書
」
の
次
の

一
節
、
「
常
に
託
す
る
所
を
謂
え
ら
く
;
故
に
當
に
意

を
以

て
主
と
爲
し
、
文

を
以
て
意
を
傳
う
べ

し
。
意
を
以
て
主
と
爲
せ
ば
、
則
ち
其
の
旨
必
ず
見
は
れ
、
文
を
以
て
意
を
傳
う
れ
ば
、
則
ち
其

の
詞
流
れ
ず
。
nv
然
る
後
に
其

の
芥

芳
を
抽
き
、
其
の
金
石
を
振
う
の
み
」
ま
た

『
文
心
雛
龍
』
附
會
篇

の
、
「必
ず
情
志
を
以

て
紳
明
と
爲
し
、
事
義
を
骨
髄
と
爲
し
、

館
釆
を
肌
膚
と
爲
し
、
宮
商
を
聲
氣
と
爲
す
。
δ
然
る
後
に
玄
黄
を
品
藻
よ
、
金
玉
を
摘
べ
振
い
、
可
を
獣
じ
否
を
替
り
、
以
て
厭
の

中
を
裁
す
」
等
が
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
自
己
の
會
心
で
き
る
文
章
創
作
に
非
常

に
樂
観
的

で
あ
る
點
が
、
『
周
書
』
は
六
朝
文
學
論
と
異
な
る
。
『
周
書
』
は
、
文
章

創
作
法
の
最
後
を
次
の
文
句
で
結
ぶ
。

夫
れ
然
ら
ば
則
ち
、
魏
文

の
所
謂
、
通
才
の
み
以
て
體
を
備
う
る
に
足
ら
ん
や
。
士
衡
の
所
謂
、
能
く
以
て
意
に
逮
ぶ
に
足
る
こ

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想

(古
川
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と
の
難
き
や
。

魏
文
と
は
魏

の
曹
　
で
、
『
典
論
』
論
交
に

「
此
の
四
科
は
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
之
を
能
く
す
る
者
は
偏
す

る
な

り
。
唯
だ
通
才
の
み

能
く
其
の
體
を
備
う
」
と
述
べ
た
。
士
衡
は
西
奮

の
陸
機
で
、
「
文
賦
」
に

「
恒
に
患
う
・,
意

の
物

に
稻

わ
ず

、
文
の
意

に
逮

ば
ざ

る
を
」
と
嘆
い
た
。
い
ず
れ
も
文
章
創
作
の
困
難
さ
を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
が
、
こ
の
他
に
も
萢
曄

(「
獄
中
與
諸
甥
姪
書
」)
や
劉
魏

(
『文
心
雛
龍
』
紳
思
篇
)
な
ど
、
六
朝
文
人

は
し
ば

し
ば

こ
れ

に
言
及
し
た
。
し
か
し
、
『
周
書
』
は
こ
う
し
た
發
言
に
敢
、κ
て
反
抗

し
、
自
己
の
創
作
方
法

に
從
え
ば
會
心
の
作
が
可
能
で
あ
る
と
説
く

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
よ
り
高
度
な
文
學

水
準
を
飽
く
こ
と
な

く
追
い
求
め
、
常
に
自
力
の
及
ば
ぬ
こ
と
を
嘆
く
南
朝

の
貴
族
的
文
人

の
面
貌
は
見
え
ず
、
方
法
如
何

の
問
題
に
よ
っ
て
文
章
創
作
も

可
能
と
す
る
樂
観
的
な
新
興
階
級
の
顔
が
の
ぞ

い
て
い
る
。

文
學
史

の
叙
述
部
で
、
五
胡
十
六
國
時
代

の
文
學
状
況
を

『
周
書
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

既
に
し
て
中
州
版
蕩
し
、
戎
狭
交
こ
も
侵
し
、
潜
偲
相
い
屡
な
り
、
士
民
は
塗
炭
す
。
故
に
文
章
は
點
け
ら
る
。
其
れ
思
い
を
職

争
の
間
に
潜
め
、
翰
を
鋒
鏑
の
下
に
揮
う
こ
と
、
亦
た
往
往
に
し
て
間
出
せ
り
。
…
…
然
る
に
皆
、
倉
卒
に
迫
ら
れ
、
職
争
に
牽

か
る
。
寛

(
一
作
競
)
奏
符
激
は
、
則
ち
簗
然
と
し
て
見
る
可
き

も
、
體
物
縁
情
は
、
則
ち
世
に
寂
寡
た
り
。
其
の
才
に
優
劣
有

る
に
非
ず
、
時
運
の
然
ら
し
む
る
な
り
。

こ
こ
で

『
周
書
』
は
、
五
胡
十
六
國
時
代
、
章

(寛
)
奏

・
符
激
の
實
用
文
學
が
多
く
、
縁
情

・
體
物
の
文
藝
作
品
が
少
な
い
の
は
、
「戎

独
が
侵
入
し
、
暦
偽
が

つ
づ
い
た
」
と
い
う
戦
時
状
態
の
社
會
的
政
治
的
條
件

(時
運
)
の
せ
い
で
あ
り
、
決
し
て
時

の
作
家
に
個
人

的
才
能
の
優
劣
が
あ

っ
た
爲
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
魏
否
期
に
流
行
し
た
、
作
者

の
中
に
あ
る
先
天
的
な
氣
質

.
才
能

の
違

い
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が
文
學

の
違

い
を
作
り
だ
す
、
と

い
う
才
性
論
的
發
想
と
は
封
瞭
的
で
あ
り
、
『
周
書
』
の
こ
う
し
た
観
點
は
、
「
毛
詩
大
序
」
等
既
に

古
く
儒
家
の
文
献
の
中
に
見
い
出
せ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
断
片
的
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
観
點
を
深
く
掘
り
下
げ
、
專
論
的
に
取
り
上
げ

た
の
は
、
『
文
心
雛
龍
』
の
時
序
篇
で
あ
る
。
『
周
書
』
は
更
に
魏
奮
期
の
文
學
史
を

「
時
運
推
移
、
質
文
屡
攣
」
と
叙
述
す
る
と
き
、

こ
の
時
序
篇
の

「
時
運
交
移
、
質
文
代
攣
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
實
は
、
六
世
紀

の
初
頭
既
に
劉
魏
が
到
達
し
て
い
た
か
か
る
観
點
か
ら
、
『
周
書
』
は
五
胡
十
六
國
時
代
の
文
學
現
象
を
解
釋
し

て

い
た
の
で
あ
る
。

結

び

以
上
か
ら
、
初
唐
の
歴
史
家

の
文
論
に
六
朝
文
學
論
の
絶
大
な
る
影
響
が
あ
る
こ
と
が
、
お
お

う
べ
く
も

な

い
事
實
と
し
て
明
ら

か
に
な
っ
た
囎

從
來
・
こ
の
妻

に
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
殆
ど

な
か

っ
た
た
め
・
今
後
、
初
唐
葦

思
想
史
を
再
構
成
す
る
際
に

は
、
充
分
な
考
慮
が
梯
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
六
朝
文
學
論
の
影
響
と
ひ
と
口
に
言

っ
て
も
、
そ
こ
に
は
注
意
す
べ
き
點
が
い
く

つ
か
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
そ
の
六

朝
文
學
論
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明

ら
か
な

よ
う
に
、
梁

の
簡
文
帝

(五
〇
三
ー
五
一
)
や
徐
陵

(五
〇
七
-
八
三
)
ら
の
文
學
放

蕩
塑

よ
う
な
ラ
ジ
カ
ル
な
も
の
で
は
な
く
・
巫日
の
陸
機
の

「
文
賦
」
や
梁
の
劉
駕
の

『
文
心
雛
龍
』
等
に
代
表
さ
れ
る
古
典
主
義
的

な
数
養
的
良
識
的
な
六
朝
文
學
論
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
古
典
主
義
的
六
朝
文
學
論
は
、
宮
體
詩
や
徐
庚
體
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
輕
艶
な
梁
陳
文
學
を
否
定
し
た
初
唐
の
歴
史
家
達
の
文
學
史
観
と
前
後
相
鷹
ず
る
關
係
に
あ
る
。

一
方
、
初
唐
と
い
う
時
期
は
、
南
朝
の
例
え
ば
沈
約
の
四
聲
八
病
説
等
を
う
け
て
、
詩
律
學
が
盛
行
よ
た
時
代

で
も
あ

っ
た
。
し
か

初
唐
歴
史
家
の
文
學
思
想
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し
、
こ
こ
で
考
察
し
た
初
唐
歴
史
家

の
六
朝
系
文
學
論
が
、
同
じ
く
六
朝
文
學
論
の
系
譜

に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
と
は
性
質
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
前
者
は
、
封
偶
や
聲
律
等
の
詩
の
格
律
に
關
よ
主
に
形
式
論

の
範
疇
に
屡
す
る
が
、
後

者
は
、
主
に
詩
文
の
原
理
、
本
質
な
ど
の
内
容
論
の
範
疇
に
屡
す
る
。

歴
史
家
の
文
論
に
み
え
る
六
朝
的
文
學
論
が
、
こ
の
格
律
論
等
の
文
學

の
形
式
的
諸
理
論
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
正
史
の
文
苑
傳
序

と
い
う
場
の
性
格
か
ら
し
て
、
さ
し
て
不
思
議
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
が
文
學
放
蕩
論

で
は
な
く
、
「交
賦
」
か
ら

『文
心
雛
龍
』
等

に
連
な
る
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
良
識
的
な
そ
れ
で
あ

っ
た
事
實
は
、
い
か
な
る
意
味

を
持

つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
先
に
も
燭
れ
た
よ
う

に
、
『
北
齊
書
』
や

『
周
書
』
等
は
、
梁
末

の
簡
文
帝
の
宮
體
や
徐
陵

・
庚
信
ら
の
淫
麗
な
文
學
を
否
定

し

た
が
、
そ
れ
は
同
時

に
、

南
朝
か
ら
流
入
し
て
唐
初
の
詩
文
壇
に
流
行
し
て
い
た
宮
體
や
徐
庚
體
風

の
文
學

へ
の
批
到
で
も
あ

っ
た
。
事
實
、
太
宗
に
は

「
庚
信

の
體
に
學
ぶ
」
と
題
し
た
詩
が
あ
り
、
ま
た
嘗
て
戯
れ
に
艶
詩
を
作

っ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
虞
世
南
に
よ
っ
て
、
「
聖

作
は
工
み
と
錐
も
、
體
製
は
雅
に
非
ず
。
…
…
爲
國
の
利
に
非
ず
」
(『唐
會
要
』巻
六
五
)
と
強
く
諌
止
さ
れ

た
。

こ

の
よ
う
に
唐
初

に

は
、
宮
體
や
徐
庚
體
等
の
淫
麗
な
詩
文
が
廣
く
流
行
し
て
い
た
と
同
時
に
、

一
方
で
は
、
そ
う
し
た
政
教

に
盆
の
な
い
文
學

へ
の
強
い

批
到
的
風
氣
も
存
在
よ
て
い
た
の
で
あ
る
。
從

っ
て
、
宮
體
や
徐
庚
體
文
學
に
批
到
的
で
あ

っ
た
歴
史
家
が
、
そ
う
し
た
文
學
の
理
論

的
表
現
で
あ
る
放
蕩
文
學
論
を
拒
否
し
た
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
文
學
放
蕩
論
の
よ
う
な
享

樂
主
義
的
、
丈
藝
至

上
主
義
的
文
學
論
を
敢
え
て
拒
否
し
た
歴
史
家
達
の
選
釋
眼
と
強

い
批
到
意
識
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
そ
の
事
實
は
唐
初
の
歴
史
家
の
直
前
に
あ
る
交
學
放
蕩
論
を
跳
び
越
え
、
そ
れ
よ
り

一
時
代
以
前
の
文
學
論
を
選
釋
し
た

腎

と
い
う
點
で
復
古
的
で
あ
る
。
そ
の
復
古
は
、
文
學
放
蕩
論
に
比
し
て
、
よ
り
儒
教
を
根
幹
と
し
た
、
よ
り
政
治

に
つ
な
が
り
や
す
い
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線
が
で
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
よ
た
選
澤
の
背
景
に
は
、
文
學
と
政
治
の
乖
離
状
況
に
反
封
し
、
文
學

が
政
教
に
資
す
べ
き

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
、
六
朝
貴
族
と
は
異
質
な
晴
唐

の
新
興
階
層

の
拾
頭

が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
唐
初
の
歴
史
家
達

は
、
後

の
古
詩

・
古
文
運
動
に
お
け
る
よ
う
に
、

一
學
に
漢
代
儒
學
の
文
學
論
ま
で
遡
り
、
そ
れ
に
基
づ

い
た

新

し
い
文
學
理
念

の

理
論
と
論
理
で
南
朝
の
齊
梁
文
學
を
批
剣
す
る
所
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
。
歴
史
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
彼
ら
の
批
到
が
、
初
唐

の
宮
體
や
徐
庚
體
流
行

の
宮
廷
文
壇
に
封
し
て

一
定
の
實
効
あ
る
打
撃
力
を
有
し
た
こ
と
も
確
か

で
あ

っ
た
。

一
方
、
歴
史
家
は
、
文
彩
や
音
律
美
を
重
覗
す
る
文
學
を
も
ひ
と
し
な
み
に
否
定
よ
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
當
然
な
が
ら
、
唐
初

の
歴
史
家

の
文
論
が
襲

っ
た

「
文
賦
」
や

『
文
心
雛
龍
』
等
の
良
識
的
文
學
論
に
即
慮
す
る
限
り
で
の
、
即
ち

『
文
選
』
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
文
學
は
許
容
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
文
飾
や
詩
文
の
格
律
だ
け
を
追
求
し
、
ひ
い
て
は
そ
の
文
學
的
螢
爲
を
至
上
と
す
る
文
學

が
否
定
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
文
飾
や
音
律
美

の
追
求
は
、
政
教

へ
の
功
用
と
い
う
點
で
枠
づ
け
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
從

っ
て
逆
に
、
政
教
に
利
す
る
た
め
の
文
飾
や
音
律
美
は
大
い
に
發
揮
さ
れ
ね
ば
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
初
唐

に
詩
律
學
が
盛
行
す
る

一

要
因
が
あ

っ
た
と
も
言
え
る
よ
、
そ
れ
は
ま
た
初
唐
文
學
が
修
僻
主
義
的
な
南
朝
文
學
の
延
長
で
あ

っ
た
事
實
と
も
決
し
て
矛
盾
す
る

も

の
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
唐
初
の
歴
史
家
の
文
論
に
み
た
六
朝
的
文
學
論
は
、
い
つ
れ
古
詩

・
古
文
運
動

の
提
起
し
た
文
學
論
に
取

っ
て
代

ら
れ
、
亡
び
ゆ
く
蓮
命
に
あ

っ
た
過
渡
的
現
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
う
よ
た
南
朝
文
學

の
延
長
と

い
う
唐
初

の
文
學
状
況

に
最
も
よ
く

フ
ィ
ッ
ト
よ
た
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

(
一
九
八
〇

・
八

・
二
)

初
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史
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註

(
1
)
唐
王
朝
創
建
後

ま
も
な

い
七
世
紀
前
半

は
、
中
國
史
學
史
上
最

も
史
書
編
纂

の
盛

ん
な
時
期

の

一
つ

で

あ

り
、
こ

の

わ
ず

か

三
、
四
十
年

の
間

に
敷
多
く

の
前
王
朝

の
正
史
が
完
成
し

た
。

左

は
そ
の
關
係
年
表

で
あ

る
。

武
徳

四
年

(
六
二

一
)
令
狐
徳
棄

の
上
奏
。

五
年

(
六

二
二
)

六
代
史
修
撰

の
詔
。

貞
観
三
年

(
六

二
九
)
五
代
史
修
撰

の
詔
。

十
年

(
六
三

六
)
五
代
史

の
完
成
。

一
五
年

(
六
四

一
)
五
代
史
志
修
撰

の
詔
。

二
〇

年

(
六
四
六
)
瞥
書

修
撰

の
詔
。

二
二
年

(
六
四
八
)
否
書

の
完
成
。

顯

慶
元
年

(
六
五
六
)
五
代
史
志

の
完
成

。

四
年

(
六
五
九
)
南

北
史

の
完

成
。

(
2
)
魏

徴

の

『
晴
書
』

の
み
は
他

の
前
代

史
と
や
や
性
格
を
異
に
す

る
の
で
、
小
論
で
は
取

り
上

げ

な

か

っ
た
。
『
晴
書
』

に

つ
い

て
は
、
稿

を
改

め
て
論
ず

る

つ
も

り
で
あ

る
。
し
か
し
な
が

ら

小
論

で
の
結
論

は

『
階
書
』

に
つ
い
て
も
そ

の
大
方

は
妥
當
す

る
筈

で
あ

る
。

ま
た

『
南
史
』
文
學
傳
序
、
『
北
史
』
文

苑

傳

序

は
、
そ

の

殆
ど
が

『
脅
書
』
『
梁
書
』
『
陳

書
』

『魏

書
』

『
北

齊

書
』
『
周

書
』
『
晴
書
』

の
寄

せ
集

め
に
す
ぎ
ず

、
そ

の

ナ

リ

ジ

ナ
ル
の

部

分
に
も
み
る
べ
き

文
論
が
な

い
の
で
こ

こ
で
は
割
愛
し
た
。

(
3
)

「
文
苑

傳
序
」

の
作

者
は
今

日
不
明

で
あ

る
が

、
『巫
日
書
』

を

7

監
修
し
た
房
玄
齢
、
楮

途
良
、
許
敬
宗

、
及
び
實

質
的

に
編
纂

作

業

の
中
心
と
な

っ
た
令

狐
徳
棄

の
可
能
性
が
比

較
的
強

い
と

考

え
ら
れ
る
。

(
4
)
松
下
忠

『
明
清

の
三
詩
説
』

八
二
頁
参

照
。

(
5
)
後

に
張
仁
青

氏

『
魏
巫
日
南
北
朝
文
學
思
想
史
』
(
中
華

民

國

六

十
七
年
十

二
月
初
版
)
も
、

そ
の
詩
歌
起
源
論

に
類
似

の
説
を

展
開

し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
張
氏

は
詩
歌
起
源
論
を
、
一

唯
心
説
、
ニ
唯
物
説
、
⇔

心
物

二
元

説

に
分

類

す
る

。
私

の

〈
心
情
↓
詩
文

〉
の
二
段
階
説
が
一
唯

心

説

に
、
〈
事
物
↓
心

情
↓
詩
文

〉
の
三
段
階
説
が
ニ
唯
物
説

と
⇔
心
物

二
元
説
と

に

封
慮
す

る
。
張
氏

は
、
最
初

の
規
定
的
な
も

の
が
、
心

か
、
物

か
、
心
物
爾
方

か
、

に
よ
る
分

類

で
あ

り
、
私

は
、

二
段
階

か
、
三
段
階

か
の
段
階

に

よ

る
分

類
で

あ

る
。
ま
た
張
氏

に

は
、
後
述
す

る
よ
う
な
各
説
が
發
展
す

る
と

い
う
観
點
は
見
ら

れ
な

い
。

(
6
)
高
木
正

一
氏

『
鍾
繰
詩

品
』

は
、
上
文
を

「
氣
↓
物
↓

人

(
性

情

)
↓
歌

な
る
詩
論
を
展
開

し
た
」
も

の

で

あ

り
、
「
氣
之
動

物
」

の
部
分

は
、
「
傳
統
的
な
詩
論

の
中

に
は

見

ら

れ
な
か

っ
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た
鍾
燥
猫
自

の
創
見

」
(
三
三
頁

)
と
位
置
づ
け

て

お

ら

れ
、

こ
れ

に
は
私
も
深

い
示
唆

を
受

け
た
。
し
か
し
、

同
書

に
は
、

漢
代
ま
で

の
傳
統
的
な

く
事
物

↓
心
情

↓
詩

文
〉

と

い
う
軍
純

な
理
論
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
テ

ッ
プ

で
六
朝
期

に
深
化
發
展
し

た
と

い
う
観
點

は
な

い
よ
う

で
あ

る
。

(
7
)

『
禮
記
』
禮
運
篇

に
は
、
「
七
情
」

の
語

や
、
人

が

「
天
地

の

心
」
「
天
地

の
徳
」
「
五
行

の
端
」
「
五
行

の
秀
氣
」
で

あ

る

こ

と
な
ど
が
見
え
る
が
、

こ
れ
ら
は
間
接
的
出
典

に
す
ぎ
な

い
。

『
禮
記
』

の
理
論
を
文
學
論

に
取

入

れ

た

『
宋
書

』
謝

霊
運
傳

論
や

『
文
心
雛
龍
』
等
が
直
接

の
出
典
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

「
六
情

」
は
、
「
文
賦
」

に

「
及
六
情
底
滞
、
志

往

騨

留
」
と

み
え

る
。

(
8
)

こ
の
論

の
作
者
は
現
在
不
朋

で
あ

る

が
、
『
奮
唐
書
』
謬

文
本

傳

(
巻
七
〇
)

の
、
「
其
史
論
多
出
於
文
本
」
と

い
う

記
述

か

ら
す
る
と
、
答
文
本

の
可
能
性
が
大
き

い
。
し
か
よ
、
他

に
も

『
周
書
』
を
編
纂

し
た
令
狐
徳
棄
や
崔
仁
師

の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

(
9
)

こ
れ
ま
で
私

は
唐
初
歴
史
家

の
文
論
と

六
朝
文
學
論
と

の
連
績

面

を
強
調

し
て
き

た
が
、
も

ち
ろ
ん
歴
史
家

の
文
論
が

六
朝
文

學

一
邊
到

で
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。
そ
れ
と
劉
立
的
な
文
學
思

想

は
、

そ
の
功
用
主
義
的
な
文
學
観
、
及
び
宮
體
や
徐
庚
體
等

の
六
朝
末
期

の
淫
麗
文
學
否
定

の
文
學
史
観

と
に
ま
と

め
る
こ

と
が

で
き

る
。

し
か

し
、

こ
れ

に
つ
い
て
は
從
來

か
ら
く
り
返

よ
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で

は

取

り

上

げ

な

い
こ
と

に
す

る
。

(
10
)
林

田
愼
之
助
氏

『
中
國
中
世
文
學

評

論
史
』
第

五

章

第

二
節

「
南
朝
文
學
放
蕩
論

の
美
意
識

」
参
照
。

付
記
　

小
論

の
六
朝
文
學
論

か
ら

の
引
用

は
す

べ
て
通
行
本

に
よ

っ

た
。
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